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目
覚
め
の
朝
野
球
が
終
了
 

A
級
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
ー
き・
【
 

B
級

イ
ー
グ
ル
ス
“
ー
 

ト

B
級
優
勝
の

イ
ー
グ

ル
ス
 

川川I川金木だより⑧ 

朝
早
く
や
っ
と
覚
め
て
き
た
 
渋
谷
 

明
人
 
中
村
 

健
男
 
津
島
 

伸
治
 

眠
い
目
を
こ
す
り
こ
す
り
や
っ
 

（
あ
き
も
と
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
）
 

（
朝
日
ク
ラ
ブ
）
 

（
男
寿
司
ク
ラ
ブ
）
 

て
き
た
朝
野
球
。
そ
の
平
成
二
 
工
藤
 

彰
 
黒

沼
 
剛
 
工
藤
 

俊
一
 

年
度
シ
ー
ズ

ン
の
終
わ
り
を
告
 

（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

（
県
信
用
ク
ラ
プ

）
 

（
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ

）
 

げ
る
表
彰
式
が

十
月
十
七
日
中
 
竹
内
 

拓
人
 
原

田
 
松
彦
 
工
藤
 

秀
光
 

央
公
民
館
で
開
か
れ
た
。
 

（
金
木
町
役
場
）
 

（
上
町
ク
ラ
ブ
）
 

（
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ

）
 

表
彰
式

に
は
十
五
チ
ー
ム
か
 
成

田
 
則

一
 
原
田
 

春
彦
 
工
藤
 
弘
美
 

ら
代
表
ら
約
百
人

が
出
席
。
当
 

（
ア
ポ

ロ
吉
崎
）
 

（
金
木
町
役
場

B
)
 

（
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ

）
 

初
な
ご

や
か
に
談
笑
し
て
い
た
 
坂
本
 

一
志
 

斎
藤
 
真
澄
 

福
長
 
勝
義
（

1
6年連
続
）
 

が
、
順
位
の
発
表
の
と
き
に
な
 

（
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

（
下
山
自
動
車
）
 

（
朝
日
ク
ラ
ブ
）
 

る
と
場
内
が

一
瞬
シ
ー
ン
と
静
 

☆
サ
イ
ク
ル

ヒ
ッ
ト
賞
 
木

田
 
忠
宣
 
津

島
 
照
光
 

ま
り
か
え
り
、

チ
ー
ム
名
が
読
 

近
村
 
則
彦
 

（
喜
良
市
棒
球
隊
）
 

（朝
日
ク
ラ
プ

）
 

み
上
げ
ら
れ
る
毎
に
『
ウ
ォ
ー
 
（

c
I
TY
H
）
 
☆
ホ

ー
ム
ラ
ン
賞
 
中
井
 
清
悦
 

ツ
』
と
い
う
歓
声
と
も
喚
声
と
 
☆
ホ

ー
ム
ラ
ン
賞
 

松
橋
 
真
 

（
c
I
T
YH
)
 

も
つ
か
な
い
声
と
拍
手
が
場
内
 

近
村
 

則
彦
 
（
県

信
用
ク
ラ
ブ
）
 
沢

田
 
達
男
 

に
響
き
渡
っ
た
。
 

（
c
I
T
Y
n
）
 

☆
三
塁
打
賞
 

（
c
I
T
Y
n
)
 

表
彰
式
後
の
懇
親
会
で

は
、
 

☆
三
塁
打
賞
 
葛
西
 
光

敏
 
山
中
 
喜
弘
 

今
年
一
年
間
の

野
球
の
話
に
花
 

川
口
 
均
 

（
上
町
ク
ラ
ブ
）
 

（
金
木
町
役
場
）
 

が
咲
き
、
出
席
者
一
人

一
人
が
 

（
金
木
町
役
場
）
 

角
田
 
昭
次
 
其
田
 
悠
司
 

自
分

こ
そ
が

一
番
と
自
負
し
た
 
☆
二
塁
打

賞
 

（
朝
日
ク
ラ
ブ
）
 

（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ

）
 

一
日
で
あ
っ
た
。
 

近
村
 
明
彦
 
白

川
 
民
雄
 
泉
谷
 

佳
世
 

★

A
級
 

（
c
I
T
Y
n
)
 

（
イ
ー
グ

ル
ス
）
 

（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ

）
 

☆
順
位
 
☆
最
多

勝
利
投
手
賞
 
☆
一

塁
打
賞
 
浅
利
 
正
光
 

優
 
勝
 
金
木

野
球
ク
ラ
ブ
 

白
川
 
昌
利
 

津
島
 
穂
 

（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

準
優
勝
 

c
I
T
Y
H
 

（金
木
野
球
ク
ラ
ブ

）
 

（イ
ー
グ

ル
ス
）
 
其
田
 

寿
義
 

第
三
位
 
男
寿
し

ク
ラ
ブ
 

★

B
級
 

☆
最
多
勝
利
投
手
賞
 

（
川
倉
愛
球
ク
ラ
プ
）
 

☆
優
秀
選
手
 
☆
順
位
 
阿

部
 
陽
一
 
★

1
0年連
続
出
場
 

野
呂
 
浩
之
 

優
 
勝
 

イ
ー
グ

ル
ス
 

（
金
木
町
役
場

B
）
 

畑
中
 
力
郎
 

（
金
木
野
球
ク
ラ
ブ

）
 
準

優
勝
 
朝
日
ク
ラ
ブ
 

小
林
 
達
弘
 

（イ
ー
グ

ル
ス
）
 

佐
々
木
光
弘
 

第
三
位
 
県
信
用
ク
ラ
ブ
 

（
朝
日
ク
ラ
ブ
）
 

米
谷
 
弘

明
 

(
c
IT
Y
u
）
 

☆
優
秀
選
手
 

★

1
5年連
続
出
場
 

（
朝
日
ク
ラ
ブ
）
 

木
下
 
博
文
 

松
田
 
豊
 

津
島
 
正
彦
 

泉
谷
 
光

一
 

（
男
寿
し
ク
ラ
ブ
）
 

（
イ
ー
グ

ル
ス
）
 

（
男
寿
司
ク
ラ
ブ
）
 

（
川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

(
 

(
 



優
勝
監

督
の
一
言
 

金
木
山
道
町
子
供
会
 

ラ
ジ
ォ
体
繰
普
及
で
表
彰
 

A
級
優
勝
 

金
木
野
球
ク
ラ
ブ
 

原
田
 
順
一
監
督
 

B
級
優
勝
 

イ
ー
グ

ル
ス
 

石
川
 
孝
弘
監
督
 

『自
衛
官
の
募
集
に
積
極
的

に
協
力
し
、

ま
た
、
国
防
意
識

を
高
揚
し
、
高
校
生
並
び

に
一

般
町
民

に
も
自
衛
隊

の
存
在
を

深
く
認
識
し
て
も
ら
う
』
た
め

に
と
、
金
木
高
校
向
か
い
に
、
 

町
自
衛
隊
協
力
会
会
長
で
あ
る

沢
田
茂
氏
（
写
真
中
央

）
が
自
 

(
  

自
衛
隊
P
R
看
板
設
置
 

費
で
看
板
を

製
作
設
置
し
ま
し

た
。
 

看
板
の
設

置
日
に
は
、
自
衛

隊
五
所
川
原
募
集
事
務
所
長
池

田
宏
治
氏
（
写
真

右
）
と
町
自

衛
隊
父
兄
会
会
長
米
塚
勝
春
氏
 

（
写
真
左
）
も
同
席
、
 
一
緒
に

汗
を
流
し

た
。
 

「勝
っ
て
お
ご
ら
ず
」
 
の
強

い
精
神
で
来
年
も
が
ん
ば
り
ま

す
。
し
か
し
、
来
年
が
大
変
だ

と
思
う
。
 

念
願
の
初
優
勝
を
素
直
に
喜

び
た
い
。
各
自
が
自
己

の
責
任

を
全
う
し

た
結
果
で
あ
り
そ
れ

が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
。
喜
び

一
杯
で
す
。
 

〇
ラ
ジ
ォ
体
操
参

加
者
が
毎
回

三
十
名
以
上
 

〇
ラ
ジ

ォ
体
操
実
施
日

数
が
年

間
六
＋
日
以
上
 

の
団
体
を
選
ん
で
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
、

今
年
度
県
内
で

は

四
団
体
が
選
ば
れ
た
だ
け
。
 

金
木
郵
便
局
管
内
で

は
、
初

の
受
賞
と
な

り
ま
す
。
 

こ
れ
を
契
機
に
山
道
町
子
供

会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
望
み

た
い
。
 

金
木
山
道
町
子

供
会

（
代
表

斉
藤
忠
志
）
が
東

北
郵
政
局
が

主
催
す
る
平
成
二

年
度
ラ
ジ

オ

体
操
優
良
団
体
に
認
め
ら
れ
、
 

栄
え
あ
る
県
表
彰
を

贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
表
彰
は
、
東
北
郵
政
局

が
フ
ジ
オ
体
操
の
普
及
向
上

の

た
め
、
 

〇
平
成
二
年
四
月
一
日
現

在
、
 

ラ
ジ
オ
体
操
継
続
実

施
年
数
が

二
年
以
上
 

感激華子さまより授与 

▲表彰の伝達をうける斉藤忠志さん（右） 

"
 

先
頃
青
森
市
で
開
か
れ
た
県
 
木

南
新
町

）
に
銀
色
有
功
章
が

赤
＋
字
大
会
に
お
い
て
、
赤
十
 
日
本

赤
十
字
名
誉
副
総
裁
常
陸

字
活
動
発
展
に
貢
献
が
あ
っ
た
 
宮
華

子
さ
ま
よ
り
授
与
さ
れ
ま

と
し
て
、
白
川
昭
枝
子
氏

（
金
 
し
た
。
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嘉
瀬

小
学
校
 

学
校
田
か
ら
 
「秋
も
ち
」
の
贈
物
 

喜
良
市
小
学
校
 

	HImI川川川m金木だより⑩ 

静
昇
」
斌
 

税
 
の

な
 

商
・
工
業
者
、
 
一
般
住
民
の

皆
さ
ん
、
税
に
関
す
る
悩
み
や

疑
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
 

『税
の
な
ん
で
も
相
談
』
を
御

利
用
下
さ
い
。
 

た
と
え
ば
、
土
地
・
建
物

の

譲
渡
、
相
続
、
贈
与
や
消
費
税

に
関
す
る

こ
と
、
そ
の
他
記
帳

や
経
営
な
ど
税
の
こ
と
な
ら
な

ん
で
も
結
構
で
す
。
私
ど
も
で
 

国
 
民
 

●

国
民
年
金
の
保
険
料
を
 

納
め
ま
し

よ
う

今
年
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
民

年
金

の
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま

せ
ん
か
。
 

納
め
忘
れ

の
あ
る
方
は
、
早

め
に
納
め
て
下

さ
い
。
 

も
し
、
納
め
て
い

な
い
と
、
 

不
慮
の
事
故
な
ど

に
遭
っ
て
も

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

病
気
に
な

っ
た
り
、
事
故
に

遭

っ
て
か
ら
、
あ
わ
て
て
保
険

料
を
納
め
て
も
年
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
納
め
て
い
な
い
期
間

が
長
く
な
り
ま
す
と
、
長
寿
生
 

ん
 
で
も
 

委
嘱
し
て
い
る
税
理
士
が
担
当

し
、
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
御
相
談
下
さ
い
。
 

◆
と
 
き
 
十
二
月
＋

一
日
 

1
3時
3
0ー
1
5時
3
0
 

◆
と

こ
ろ
 
金
木
町
商
工
会

※
相
談
者
は
子
め
＋
二
月
八
日

ま
で
に
商
工
会

（
五
ニ
ー
二
六

一
一
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

活
の
支
え
と
な
る
は
ず
の
老
齢

基
礎
年
金
が

少
な
い
額
し

か
受

け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
最
悪
の

場
合
に
は
、
ま

っ
た
く
受
け
ら

れ
な
い

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

も
う
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な

い
か
点
検
し
ま
し

よ
う
。
 

●

年
金
の
併
給
調
整
に
つ
い
て

現
在
の
年
金
制
度
で

は
、
同

時
に
二
つ
以
上
の
年
金
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
本
人

の
選
択
に

よ
っ
て
、
 一
つ
の
年
金
が
支
給

さ
れ
、
他
の
年
金
は
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
が
、
六
十
五
歳

に
な
っ
た
と
き
や
遺
族

に
な
っ

た
と
き
な
ど
、

二
つ
以
上
の
年
 

相
談
 

な
お
、
次
の
日
程
で

も
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
利
用
下
た
い
。
 

◆
と
 
き
 
＋
二
月
二
十
七
日
 

1
0時
3
0ー
1
2時
0
0
 

◆
と
こ

ろ
金
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
 

※
相
談
者
は
予
め
十
二
月
二
十

六
日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
 

（
五
三
ー
二
二
四

一
）
 へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

金
が
発
生
す
る
場
合

に
は
『

一

人

一
年
金
』
の
原
則
に
よ
り
、
 

一
つ
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

例
外
と
し
て
、
遺
族
厚
生
年

金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
老
齢

基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
権
を
得
た
場
合
は
〈
老
齢

基
礎
年
金

＋
老
齢
厚
生
年
金
〉
 

を
受
け
る
か
〈
老
齢
基
礎
年
金

＋
遺
族
厚
生
年
金
〉
を
受
け
る

か
、

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
一
」
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

二
つ
以
上
の
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
は
、
 

役
場
町
民
課
年
金
係
で
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

しこ 

年
 

金
  

情
 

報
 

(
 

(
 



(
 
 

「第
四
十
一
一
回
人
権
週
間
」
 沢

田
 
薫
 
工

藤
幸
栄
衛
門
 

嘉
瀬
字
雲
雀
野
二
三
五
 

川
倉
字
字
田
野
五
一
 

五
ニ
ー
三
四
四

六
 
五
七

ー
二
二
三
三
 

十
二
月
四
日
か
ら
＋
日
ま
で
 

た
め
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
 
◆

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら

せ
◆
 

は
「
第
四
十
二
回
人
権

週
間
」
 
す
。
 

で
す
。
 

わ
が
国
で
は
、
「
人
権
デ

ー
」
 

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
 
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「人

第
三
回
国
際
連
合
総
会
で

世
界
 

権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
 

人
権
官
膏
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、
 
青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人

国
連
で
は
こ
れ
を
記
念
し
、

毎
 
権
擁

護
委
員
連
合
会
で

は
次
の

年
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ

ー
」
 
強
調
事
項
を
掲
げ
、
県
民

の
皆

と
定
め
、
各
国
で
は
基
本
的
人
 

さ
ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
大

切

権
尊
重
の
精
神
を
徹
底
さ

せ
る
 
さ
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

と
 

き
 
平
成
二
年
＋
二
月
七
日
午
前
十
時
ー
午
後
三
時
 

と
 
こ
 
ろ
 
金
木
町
役

場
三
階
中
会
議
室
 

相
談
担
当
者
 
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
貝
 

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
 

ま
ず
交
通
事
故
相
談
所
へ
 

＠
国
際
化
時

代
に
ふ
さ
わ
し

い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
 

＠
い
じ

め
、
体
罰
の
根
を

絶
と
う
 

⑨
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

＠
女
性
の
地
位
を
高

め
よ
う
 

＠
障
害
者
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し

よ
う
 

「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
 

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
、

明
る
く
豊
か

な
社
会
を
つ
く
り
ま
し

よ
う
。
 

お
困
り
の
と
き
は
、
 

青
森
地
方
法
務
局
 

五
所
川
原
支
局
 

五
所
川
原
市
 

字

ー
ッ
谷
一
一
五
番
地

一
 

電
話
三
四
ー
二
三
三
〇
 

ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
 

護
委
員
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 
 

相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
 

金
木
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
 

喜
良
市
字
富
田
六
 

五
一
一ー
二
三
八
六
 

今
 
正
志
 

喜
良
市
字
弓
矢
形
二
二

の
四
 

五
三
ー
二
三
一
三
 

中
谷
定
雄
 

金
木
字
芦
野
八
四

の
六
四
五
 

石
三
ー
三
四
三
一
一
 

突
然
交
通
事
故
に
遭
・
った
場

合
、
動
転
し
て
何
を
ど
う
し
て

よ
い
の
か
と
ま
ど
う
の
は
当
然

で
す
。
 

特
に
損
害
賠
償
請
求
や
関
連

す
る
問
題
解
決
の
交
渉

に
は
専

門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
っ

て

き
ま
す
。
 

こ
う
し
た
と
き
に
は
一
日
も

早
く
県

の
交
通
事
故
相
談
所

へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

県
交
通
事
故
相
談
所
で

は
、
 

専
門
の
相
談
員
と
顧
問
弁
護
士

を
置
い
て
無
料
で

相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

電
話
で

の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。
 

相
談
は
九
時
か
ら

十
六
時
ま
 
 

で
で
、
休
日
を
除
く
毎
日
受
け
 

付
し
て
お
り
ま
す
が
、

土
曜
日
 

は
正
午
ま
で
で
す
。
 

所
在
地
は
、
 

本
所
 

青
森
市
新
町
二
丁
目
三
ー
一
 

県
庁
別
館
一
階
 

電
話
 

〇
一
七
七
ー
二
ニ
ー
一
一
一
一
 

内
線
五
四
四

一
 

弘
前
支
所
 

弘
前
市
蔵
主
町
四
 

中
央
高
校
向
い
 

県
合
同
庁
舎
別
館
 

電
話
 

〇
一
七
ニ
ー
三
六
ー
八
七
二

一
 

な
お
、
五
所
川
原
市
で
も
定
 

期
に
巡
回
相
談
を
行
っ

て
お
り
 

ま
す
の
で
市
役
所

へ
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

取
扱
い
を

誤
る
と
大
き
な
事

故

を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
は
県
内
で

毎
年
十
四
ー
十
五
件
、
全
国
で

は
毎
年
三
百
件
前
後
発
生
し
、
 

み
な
さ
ん
の
大
切
な
生
命
や
財

産
を
損
失
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん

が
L
P
ガ
ス
を
正
し
く
使
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
万

一
の
場
合
、
ミ
ス

を
補
い
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
安
全
器
具
の
取
り
付
け
が

極
め
て
有

効
で
す
。
 

主
な
安
全
器
具
を

こ
こ
に
紹

介
し
ま
す

の
で
、
参
考
に
し

て

く
だ
さ
い
。
 

〇
ガ

ス
漏
れ
警
報
器
 

万
ー
ガ

ス
が
漏
れ
た
場
合
、
 

素
早
く
感
知
し
て
ブ
ザ
ー
で
知

ら
せ
ま
す
。
 

〇
ヒ
ュ
ー
ズ

コ
ッ
ク
 
 

動
し
自
動
的
に
ガ

ス
を
遮
断
し

ま
す
。
 

〇
コ
ン

セ
ン
ト
付
き
ゴ

ム
管

布
ビ

ニ
ー
ル
で
補
強
し

た
ゴ

ム
管
の
両
側
に
コ
ン
セ
ン
ト
を

付
け
た
も
の
で

取
り
付
け
取
り

外
し
が
簡
単
、
確
実
で
す
。
 

も
し
外
れ
た
ら
、
内
臓
さ
れ

た
弁
が
作
動
し
て
ガ
ス
を
遮
断

し
ま
す
。
 

〇
ハ
イ
セ
ー
フ
（
マ
イ
コ
ン

メ
 

ー
タ

ー

I
)
 

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
ー
、
遮
断
弁
が

一
体
に
な

っ
た
も
の
で
、
常
時
ガ

ス
の
使

用
状
態
を
監
視
し
、
異
常
が
あ

っ
た
時
、
ガ
ス
を
自
動
的
に
遮

断
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
安
全
器
具
を
皆
さ

ん
の
家
庭
で

も
取
リ
付
け
て
、
 

L
P
ガ
ス
の
事
故
防
止

に
心
が

け
、
安
全
で
快
適
な
く
ら
し
を

し
ま
し

よ
う
。
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安
全
器
具

の
 

普
及
に
つ
い
て
 

L
P
ガ
ス
消
費
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

L
P
ガ
ス
は
大
変
便
利
な
家
 
ゴ

ム
管
が
抜
け
た
り
、
切
れ

庭
用
燃
料
と
し

て
日
常
生
活
に
 
た

り
し
て
大
量
の
ガ
ス
が
漏
れ

欠
か
せ
ぬ
も
の
で
す
が
、
そ
の
 
た
時
、

ヒ
ュ
ー
ズ

コ
ッ
ク
が
作
 

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
 

坂
本
義
音
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金木病院カルテ⑩ 

「呼吸器疾患」 
（特に肺癌について） 

公立金木病院外科医員 

菊 池 剤 

あ、、 

愛 ちゃん 
9 月22日生まれ 

体重 2,910 g 
喜良市下町 

古川真一さんの長女 

こう 	へし、 

浩 平ちゃん 
9 月23日生まれ 

体重 3,800 g 
金木朝日町 

秋谷淳一さんの 2 男 

肺
癌
は

一
九
八
八
年
に
は
全

国
で
三
万
三
千
人
余
り
が
亡
く

な
り
、
男
性
で
は
胃
癌
に
つ
い

て
二
番
目
に
多
い
癌
で
あ
る
。
 

ま
た
、
最
近
、
女
性
が
タ
バ

コ
を
吸
う
事
も
多
く
な
っ

て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
肺
癌
も
増
え

て
お
り
二
千
年
頃
に
は
癌
の
死

因
ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
は
確
実

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
 

肺
癌
治
療
成
績
向
上
の

努
力

の
た
め
、
現
在
様
々
な
集
団
検
診

や
各
企
業
の
健
康
診
断
も
行
な

わ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
日
常

我
々
が
取
り
扱
っ
て
い
る
肺
癌

例
は
、
未
だ
進
行
し
て
い
る
肺

癌
が

7
0％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
 

す
な
わ
ち
、
進
行
肺
癌
が
圧
倒
 
 

的
に
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
進
行
肺
癌
も

早
期
肺
癌
で
あ
っ
た
時
期
を
経

過
し
て
き
た
筈
で
あ
る
。
肺
癌

は
胸
部

x
線
写
真
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多

い
病
変
で
あ
る
。
従
っ
て
肺
癌

治
療
は
、
早
期
発
見
、
X
線
診
断

が
基
本
で
あ
り
、
最
低
年
一
回

の
検
診
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
 

近
年
、
集
団
検
診
制
度
が
普

及
し
た
こ
と
に
よ
り
胃
癌
に
か

か
っ
て
も
死
な
ず
に
治
る
人
が

ど
ん
ど
ん
多
く
な
っ

て
い
る
。
 

現
在
で
も
胃
癌
は
癌
患
者
全
体

の
約
半
数
を
占
め
、
死
亡
数
も

一
番
多
い
が
、
 一
九
七
〇
年
代

後
半
よ
り
死
亡
率
の
低
下
が
発

病
率
の
低

下
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
集
検
の
意
義
の

大
事
さ
が
理
解
さ
れ
る
。
 

次
に
肺
癌
の
原
因
あ
る
い
は

病
因
で
あ
る
が
、

や
は
り
喫
煙

と
の
関
係
が

一
番
問
題
と
さ
れ

て
い
る
。
特
に
喫
煙
開
始
年
齢

の
若
い
人
程
、
発
生
率
が
高
く
、
又

一
日
本
数

×
喫
煙
年
数
が
抑

以

上
は
肺
癌
発
生
の
危
険
が
大
き

い
の
で
あ
る
。
又
職
業
性
因
子

と
し
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
、
枇
素
、
 

ニ
ッ
ケ
ル
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
、
ベ

ン
ツ
ピ
レ
ン
、
放
謝
性
物
質
を
 
 

取
り
扱
う
人

に
多
い
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
 

肺
癌
の
症
状
と
し

て
は
、
せ

き
、
疾
、
血
疾
、
胸
痛
、
呼
吸

困
難
、
瑞
鳴
な
ど
で
あ
る
。
せ

き
、
疾
、
血
疾
は
そ
の
他

の
呼

吸
器
疾
患
に
も
共
通
し

て
よ
く

み
ら
れ
る
症
状
で
は
あ
り
、
そ

の
他
の
疾
患
と
鑑
別
を
要
す
る
。
 

又
肺
癌
は
病
状
の
進
行

と
と
も

に
全
身
倦
怠
感
、
体
重
減
少
、
 

発
熱
な
ど
も
伴
っ

て
く
る
事
が

多

い
疾
患
で
あ
る
。
 

肺
癌
の
診
断
に
は
胸
部

x
線

検
査
、
胸
部

c
T
、
気
管
支
鏡
、
 

気
管
支
造
影
、

肺
血
管
造
影
、
 

略
疲
細
胞
診
、

肺
生
検
、
胸
膜

生
検
、
血
液
診
断
な
ど
あ
る
が

前
述
し

た
如
く
、
基
本
は
胸
部
 

X
線
検
査
で
あ
る
。
確
か
に
肺

癌
は
胃
癌
あ
る
い
は
子
宮
癌
な

ど
に
比
較
す
る
と
治
療
成
績
が

悪
い
が
、
年
一
度
の
集
検
で
見

つ
か
る
場
合
は
約

3
割
が
限
局

し
て
お
り
、
手
術
に
よ
る
切
除

が
可
能
な
ケ
ー
ス
が
多

い
。
 

青
森
県
は
現
在
、
肺
癌
死
亡

が
全
国
で
も
ト
ッ
プ
集
団

の
た

め
、
又
、
最
近
の
治
療
技
術
の

進
歩
で
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
た

め
、
今
後
、
積
極
的
な
受
診
が

必
要
で
あ
る
。
 

、ま
‘
 

め
 

”・
レ
 

は
 戸

籍
の
窓
 

十
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

古
川
 
愛

（
真
一
）
喜
良
市

秋
谷
 
浩
平

（
淳
一
）
金
 
木

山
口
 
咲
子
（
教
男

）
喜
良
市

今
 
勝

也

（
憲
治
）
 

"
 

白
川
 
大
智
（
雅
紹
）
金
 
木

拓
真

（
道
茂
）
嘉
 
瀬

理
紗
（
昌
利
）
喜
良
市

唯

（力
郎
）
金
 
木
 

封
馬
 
嘉
恵

（
幸
一
）
金
 
木

安
田
 
望
美

（
強

）
 

"
 

津
田
 
廉

（
正
人
）
嘉
 
瀬
 

お
し

あ
わ

せ
に
 

（
中
谷
 
祐
二
（
専
之
助
）川
 
倉
 

「
黒
川
て
つ
子
（
多
一
郎
）喜
良
市
 

（詳
醜
一利
証慧
 

覇
）
「
一轄
一穀
 

霧
護
一
」「
一
器
 

霧
「
「一
「
？
一
鰐
 

（
宮
舘
 
浩

（
敬
次
郎）
弘前
市
 

「葛
西
由
美

子
（
武
 義
）
金
 
木
 

（
小
田
桐
等
義
（
」
皿
（
 
一
）
五
所
川
原
市
 

「
大
橋
 
郁
美
（
 
明
 
）
金
 
木
 

（
今
 

智
彦
（
盛
 幸
）
喜良
市
 

「
鳴
海
 
雅
子
（
秀
 
逸
）
弘前
市
 

（
小
林
 
亮
治
（
千
 春
）長
野
県
 

「
平
川
す
が
子
（
光
 
平
）嘉
 
瀬
 

（
津
田
 
武
春
（
武
三
郎
）
五
所
川
原市
 

「
楼
庭
 
千
美
（貞
 
三
）
嘉
 
瀬
 

（
石
川
 
誠

（
順
 
一
）
弘前
市
 

「
高
橋
か
お
る
（
重
 
雄
）
金
 
木
 

（
奈
良
 
清
樹
（
広
 
己
）
五
所川
原市
 

「
小
野
優
美
子
（
祐
 
二
）喜
良
市
 

（
大
川
 
一
二
（
敏
 
明
）
中里
町
 

「
白
川
ま
つ
子
（
錬
太
郎
）
川
 
倉
 

（
荒
井
 
公
章
（
健
 
一
）
金
 
木
 

「
泉
谷
千
恵
美
（
隆
 志
）川
 
倉
 

お

く
や
み
 

伊
丸
岡
秀
雄
（

7
5才
）
喜
良
市

神
島
 
嘉
吉
（

7
4才
）
嘉
 
瀬

吉
田
由
五
郎

（
7
9才
）
蒔
 
田

原
田
 
義
男

（
8
0才
）
金
 
木

藤
森
 
み
よ
（

7
9オ
）
 

"
 

山
中
 
清

（
8
0オ
）
嘉
 
瀬

白
川
 
し
て
（

9
0才
）
喜
良
市

中
山
 

寛

（
6
1オ
）
 

"
 

今
 

ミ
ョ

（
7
4才
）
 

"
 

尾
野
 
隆
治

（
6
0オ
）
 

"
 

封
馬
 

ハ
ル

（
8
3才
）
金
 
木

田
中
 
か
う
（

6
5オ
）
喜
良
市
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畑 成 今
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